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　2008 年 6 月 17 日に、国際産学
官ナノテクノロジー連携拠点とし
て、「つくばイノベーションアリー












































































































































円で約 4000 億円以上（うち約 1000
出典：産業構造ビジョン資料（2010 年 6月）、経済産業省
図表 1　産業構造ビジョンの資料より（2010 年 6 月 経済産業省）
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and Nanotechnology Center）と 
いう産学官ナノテクノロジー研究
セ ン タ ー が 設 立 さ れ て い る。
MINATEC は中央政府の対仏投資
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値創造を行う More than Moore と
呼ばれる領域、さらには全く新し
い原理や材料を用いて新規のデバ
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　 例 え ば、Albany・MINATEC・

































































































































































































スタイルを採る。Albany が 250 社
以 上、MINATEC も 250 社 以 上、





国 Albany の拠点では IBM 社の研
究開発組織が非常に深く入り込み、



















4）　産業競争力懇談会（COCN：Council on Competitiveness-Nippon） ホームページ
　　http://www.cocn.jp/
5）　経団連ホームページ　http://www.keidanren.or.jp/indexj.html
6）　「フランスの科学技術・イノベーション政策動向」, 小笠原敦 , 科学技術動向（2002）
　　http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/stfc/stt012j/feature5.html
7）　第 2 回コーディネータネットワーク筑波会議講演資料 , 筑波研究学園都市交流協議会 , 2010 年 1 月 27 日
　　http://www.tsukuba-network.jp/sangakukan/No2coordinatornetwork_shiryo.htm
8）　「イノベーション創出の方法論」、工業調査会、2007 年 4 月
5   おわりに
　4 章に挙げたような課題を意識
して、つくばイノベーションアリー
ナでは、例えばパワーエレクトロ
ニクスの領域で、大学・公的研究
機関、材料・デバイスメーカー、
自動車メーカーなどを含む、海外
のどの拠点にもないような大規模
な垂直連携型の研究開発モデルを
構築しようとしている。
　トップレベルの水準の研究成果
を挙げることはもちろんのことで
はあるが、今後このような研究開
発マネジメントを意識した拠点形
成が重要となりつつある。
　新産業創造の中核となる「オープ
ンイノベーションハブ」としての機
能を有した産学官連携拠点として、
つくばイノベーションアリーナの
今後の進展は注目される。
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